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知
事
選
・
県
議
選
後
初
め
て
の
本
格
的
な
論
戦
と
な
る
９
月
定
例
県
議

会
が
10
月
４
日
か
ら
11
月
２
日
ま
で
開
か
れ
、
日
本
共
産
党
県
議
団

（
斉
藤
信
、
高
田
一
郎
）
は
公
約
実
現
の
立
場
で
積
極
的
に
質
問
に
立
ち

ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
や
物
価
高
騰
対
策
等
を
盛
り
込
ん
だ
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
３
号
）
を
可
決
、
２
０
２
２
年
度
一
般
会
計
決
算
も
全

会
一
致
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。 

高
齢
者
・
低
所
得
者
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置

補
助
等
の
実
現
を
求
め
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
賃
上
げ
の
た
め
の
中
小
企
業
支

援
の
抜
本
的
強
化
や
県
の
会
計
年
度
任

用
職
員
の
待
遇
改
善
を
求
め
ま
し
た
。 

  
党
県
議
団
は
10
月
11
日
、
商
工
団

体
や
水
産
加
工
業
、
医
療･

福
祉
施
設

等
の
調
査
を
踏
ま
え
、
達
増
知
事
に

「
物
価
高
騰
か
ら
県
民
の
暮
ら
し
と

営
業
を
守
る
緊
急
対
策(

第
二
次)
」
の

申
し
入
れ
を
行
い
、
10
月
23
日
の
決

算
特
別
委
員
会
総
括
質
疑
で
そ
の
実

現
を
求
め
ま
し
た
。
達
増
知
事
は
物
価

高
騰
の
影
響
に
つ
い
て
、「
県
民
や
事

業
者
、
社
会
福
祉
施
設
等
へ
の
影
響
は

非
常
に
大
き
い
。『
失
わ
れ
た
30
年
』

の
下
で
賃
金
が
上
が
ら
ず
、
３
回
に
わ

た
る
消
費
税
増
税
に
よ
る
負
担
増
に

加 

加
え
、
年
金･

医
療･

介
護
等
の
保
険
料

の
増
加
や
一
人
当
た
り
の
年
間
教
育

費
の
増
加
が
国
民
生
活
・
県
民
生
活
に

大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
」
と
述

べ
、「
国
の
経
済
対
策
の
実
行
を
促
し
、

こ
れ
に
呼
応
し
た
補
正
予
算
案
の
編

成
を
含
め
速
や
か
に
対
応
す
る
」
と
答

え
ま
し
た
。 

 

具
体
的
課
題
と
し
て
、
請
願
が
全
会
一

致
で
採
択
さ
れ
た
福
祉
灯
油
を
、
昨
年
度

１
世
帯
６
千
円
か
ら
１
万
円
へ
の
拡
充
、

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
料
金
の
軽
減
策
の
継
続
、
中
小

企
業
へ
の
事
業
継
続
緊
急
支
援
金
の
拡

充
、
医
療
・
福
祉
施
設
へ
の
支
援
、
酪
農

畜
産
農
家
な
ど
農
林
水
産
業
へ
の
支
援
、 

令
和
４
年
就
業
構
造
基
本
調
査
結
果

で
は
、
年
収
２
０
０
万
円
未
満
の
労
働
者

は
21
万
４
７
０
０
人(

34･

５
％)

に

の
ぼ
る
な
ど
深
刻
な
実
態
と
な
っ
て
い

ま
す
。 

 

 

８
月
か
ら
９
月
に
か
け
、
県
内
の
新
型

コ
ロ
ナ
感
染
者
は
全
国
一
と
な
り
、
盛
岡

医
療
圏
で
は
第
８
波
を
超
え
る
規
模
と

な
る
な
ど
、
第
９
波
の
感
染
拡
大
と
な
っ

た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
県
の
情
報
発
信

が
不
十
分
だ
っ
た
と
指
摘
。
達
増
知
事
は

「
感
染
拡
大
時
に
は
、
第
８
波
の
ピ
ー
ク

時
と
、
お
お
む
ね
同
等
の
感
染
状
況
だ
っ

た
」
と
答
え
ま
し
た
。 

 
 

決算特別委員会で総括質疑に立つ斉藤県議 

 

知
事
選･

県
議
選
で
も
争
点
と
な
っ

た
県
立
病
院
の
在
り
方
が
論
戦
の
焦

点
と
な
り
ま
し
た
。
自
民
党
と
い
わ
て

県
民
ク
ラ
ブ･

無
所
属
の
会
は
、
県
立

病
院
の
再
編･

統
合
を
主
張
。
達
増
知

事
は
、
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
で
示
し
た
ハ
イ

ボ
リ
ュ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
「
高

度･

専
門
的
な
医
療
を
安
定
的
に
提
供

す
る
体
制
確
保
の
た
め
、
中
核
と
な
る

病
院
に
、
疾
病･
事
業
別
医
療
圏
の
設

定
等
に
対
応
し
一
定
の
機
能
集
約
を

図
る
」
と
述
べ
つ
つ
、
当
面
の
県
立
病

院
の
在
り
方
に
つ
い
て
「
今
後
も
そ
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
か
し
、
環
境
の
変

化
に
応
じ
た
役
割
や
機
能
の
見
直
し

を 

を
図
り
な
が
ら
、
県
全
体
の
医
療
提
供

体
制
の
中
で
主
要
な
役
割
を
果
た
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
」
と
答
え
ま
し
た
。 

 

県
立
大
船
渡
病
院
の
看
護
師
の
超

過
勤
務
手
当
が
今
年
４
月
以
降
に
激

減
し
て
い
る
問
題
を
取
り
上
げ
ま
し

た
。
遠
野
病
院
で
看
護
師
の
超
過
勤
務

手
当
の
不
払
い
事
件
を
引
き
起
こ
し

た
総
看
護
師
長
が
４
月
に
赴
任
し
た

途
端
、
超
過
勤
務
の
申
請
を
認
め
な
い

な
ど
の
対
応
で
、
４
月
か
ら
８
月
の
超

過
勤
務
手
当
は
、
月
一
人
当
た
り
平
均

で
、
前
年
が
10･

８
時
間
だ
っ
た
も
の

が
３･

５
時
間
に
激
減
し
ま
し
た
。
斉

藤
県
議
は
、「
総
看
護
師
長
が
新
し
く

な
り
、
超
過
勤
務
申
請
が
差
し
戻
さ
れ

て
い
る
」 

達増知事に第２次の物価高騰対策を申し入れ 

斉
藤
県
議
は
、
感
染
状
況
を
科
学
的
に

把
握
す
る
下
水
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
の
実

施
を
求
め
、
県
側
は
「
環
境
保
健
セ
ン
タ

ー
で
の
実
施
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
」

と
答
弁
し
ま
し
た
。
ま
た
、
第
10
波
の

感
染
拡
大
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
同
時

流
行
へ
の
対
策
、
現
在
検
討
さ
れ
て
い
る

感
染
症
予
防
計
画
の
課
題
に
後
遺
症
対

策
を
入
れ
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。 

な
り
、
超
過
勤
務
申
請
が
差
し
戻
さ
れ

る
」「
超
勤
し
て
い
て
も
圧
力
が
強
す
ぎ

て
超
勤
申
請
が
で
き
な
い
」
な
ど
の
声
を

示
し
改
善
を
求
め
ま
し
た
。 

医
療
局
長
は
、「
超
過
勤
務
申
請
が
し

づ
ら
い
雰
囲
気
が
あ
る
と
い
う
話
を
受

け
て
い
る
。
時
間
外
に
行
っ
た
業
務
に
対

す
る
手
当
は
、
適
切
に
支
払
わ
れ
る
べ
き

で
あ
り
、
申
請
さ
れ
て
い
な
い
も
の
が
あ

れ
ば
、
状
況
を
確
認
し
必
要
な
対
応
を
行

う
よ
う
病
院
と
調
整
し
な
が
ら
進
め
て

い
る
」
と
述
べ
る
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。 

県立大船渡病院を訪問し、実態を調査する
県議団（１０月２日） 
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  【
7
月
】 

23
日 

故
尾
形
文
智
医
療
生
協
前
理
事
長
偲

ぶ
会 

28
日 

盛
岡
市
の
県
へ
の
予
算
要
望 

31
日 

斉
藤
信
事
務
所
開
き 

【
8
月
】 

2
日 

新
庄
さ
ん
さ
踊
り
パ
レ
ー
ド 

6
日 

盛
岡
市
議
選
第
一
声
、
各
候
補
応
援 

13
日 

盛
岡
市
議
選
投
票
日
（５
人
全
員
当

選
） 

17
日 

県
知
事
選
告
示
・達
増
候
補
第
一
声 

25
日 

県
議
選
告
示
・第
一
声 

【
9
月
】 

3
日 

県
議
選
投
票
日
（９
０
０
２
票
で
第
５
位

当
選
） 

12
日 

新
型
コ
ロ
ナ
調
査―

川
久
保
病
院
・特

養
は
な
み
ず
き 

13
日 

新
型
コ
ロ
ナ
調
査―

県
央
保
健
所
長
、

市
立
病
院
院
長 

14
日 

盛
岡
山
車
八
幡
下
り
パ
レ
ー
ド 

15
日 

達
増
知
事
に「
新
型
コ
ロ
ナ
か
ら
県
の

命
と
健
康
を
守
る
申
し
入
れ
」、
党
創

立
１
０
１
周
年
記
念
講
演
会
視
聴
会 

19
日 

県
議
会
全
員
協
議
会 

20
～
22
日 

県
議
会
第
１
回
臨
時
会 

24
日 

八
日
町
敬
老
会 

25
日 

物
価
高
騰
対
策
調
査―

中
小
企
業
団

体
中
央
会 

26
日 

議
運
、
９
月
議
会
議
案
説
明
会 

27
日 

物
価
高
騰
対
策
調
査―

県
商
工
会
連

合
会
、
県
政
要
望
を
聞
く
会 

29
日 

物
価
高
騰
対
策
調
査―

一
関
市
調
査

（一
関
民
商
、
商
工
会
議
所
、
特
養
明

生
園
、
運
輸
会
社
） 

【
10
月
】 

1
日 

岩
商
連
理
事
会 

2
日 

物
価
高
騰
対
策
調
査―

大
船
渡
市
（商

工
会
議
所
、
森
下
水
産
）、
大
船
渡
病

院
院
長
・事
務
局
長 

3
日 

議
運
、
私
学
助
成
実
行
委
員
会
県
要
請 

4
日 

９
月
県
議
会
開
会
（～
11
月
２
日
） 

7
日 

い
わ
て
労
連
定
期
大
会
あ
い
さ
つ 

8
日 

八
日
町
収
穫
祭 

11
日 

達
増
知
事
に「
物
価
高
騰
か
ら
県
民
の

暮
ら
し
と
営
業
を
守
る
緊
急
対
策
」

に
つ
い
て
の
第
２
次
申
し
入
れ 

12
・
13
・
16
・
17
日 

本
会
議 

14
日 

国
労
盛
岡
地
方
本
部
定
期
大
会
挨
拶 

15
日 

東
日
本
大
震
災
津
波
復
興
県
民
会
議

第
13
回
総
会 

18
日 

文
教
委
員
会 

19
日 

本
会
議
（補
正
予
算
、
請
願
・意
見
書
等

採
択
） 

21
日 

い
わ
て
被
災
者
支
援
セ
ン
タ
ー
訪
問
・

調
査 

23
日 

決
算
特
別
委
員
会
総
括
質
疑
（
11
月

１
日
ま
で
各
部
局
審
査
で
質
疑
） 

28
日 

県
国
公
定
期
大
会
あ
い
さ
つ 

29
日 

岩
手
県
母
親
大
会
、
た
っ
そ
拓
也
選
対

解
散
式 

【
11
月
】 

2
日 

最
終
本
会
議 

3
日 

「
改
憲
・軍
拡
よ
り
大
幅
賃
上
げ
・社
会

保
障
拡
充
」
11
・３
決
起
集
会
、
デ
モ 

決算特別委員会で質疑に立つ高田県議（10月27日） 

学
校
給
食
費
の
無
償
化

に
つ
い
て
高
田
一
郎
県
議

が
取
り
上
げ
ま
し
た
。
県

内
で
は

10
市
町
村
で
実

施
、
19
市
町
村
で
一
部
補

助
し
て
い
ま
す
。
県
レ
ベ

ル
で
は
、
千
葉
県
が
第
３

子
以
降
の
無
償
化
、
沖
縄

県
も

25
年
度
か
ら
第
３

子
以
降
無
償
化
、
26
年
度

か
ら
完
全
無
償
化
の
実
施

を
検
討
し
て
い
ま
す
。
市

町
村
と
協
力
し
学
校
給
食

費 

利
委
員
会
の
政
府
へ
の

勧
告
を
し
っ
か
り
受
け

止
め
、
競
争
的
な
社
会

と
教
育
の
改
革
に
取
り

組
む
べ
き
と
指
摘
し
ま

し
た
。
ま
た
、「
誰
に
も

相
談
し
な
か
っ
た
」
が

約
４
割
と
な
っ
て
お

り
、
相
談
支
援
体
制
の

強
化
と
多
様
な
受
け

皿
・
居
場
所
へ
の
支
援

を 

 

費
の
無
償
化
（
42
億
円
）
の
取
り
組

み
を
進
め
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。 

 

文
教
委
員
会
で
、「
令
和
４
年
度
児

童
生
徒
の
問
題
行
動
・
不
登
校
等
調
査

結
果
」
が
報
告
さ
れ
、
い
じ
め
重
大
事

態
は
15
件
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
学
校

の
調
査
だ
け
で
な
く
、
県
の
い
じ
め
対

策
委
員
会
で
分
析
・
検
討
し
、
全
体
に

教
訓
を
示
せ
る
よ
う
に
す
べ
き
と
指

摘
し
ま
し
た
。 

 
不
登
校
問
題
で
は
、
こ
の
５
年
間
で

小
学
校
で
は
２･

17
倍
、
中
学
校
で
は

１･

41
倍
に
急
増
。
国
連
子
ど
も
の
権 

を
求
め
ま
し
た
。 

 

こ
れ
ま
で
10
回
開
催
さ
れ
た
再
発

防
止
「
岩
手
モ
デ
ル
」
策
定
委
員
会
の

取
り
組
み
に
関
し
て
、
盛
岡
一
高
事
件

の
検
証
結
果
に
つ
い
て
質
し
ま
し
た
。 

４
千
円
以
上
」
と
回
答
。
生
産
費
を
保

障
す
る
緊
急
対
策
を
講
じ
る
と
と
も

に
、
世
界
で
最
も
貧
困
な
自
民
党
農
政

の
転
換
が
必
要
と
指
摘
し
ま
し
た
。 

危
機
的
な
大
不
漁
が
続
く
中
、
資
源

が
回
復
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
ク
ロ

マ
グ
ロ
の
漁
獲
割
り
当
て
の
拡
大
な

ど
を
求
め
ま
し
た
。 

飼
料･

肥
料･

資
材
等
の
高
騰
で
酪
農

危
機
と
い
う
べ
き
深
刻
な
状
況
で
す
。

酪
農
家
戸
数
は
、
２
月
１
日
現
在
７
２

８
戸(

前
年
比
37
戸
、
５
％
減)

、
５
年

間
で
１
０
７
戸
、
12･

８
％
減
と
な
っ

て
い
ま
す
。
県
が
昨
年
度
か
ら
実
施
し

て
い
る
配
合
飼
料
価
格
安
定
緊
急
対
策

費
補
助
の
上
乗
せ(

ト
ン
当
た
り
２
千

円)

、
飼
料
代
１
頭
当
た
り
１
万
円
の
補

助
の
さ
ら
な
る
拡
充
を
求
め
ま
し
た
。 

今
年
度
の
コ
メ
の
概
算
金
は
60
㎏

当
た
り
１
万
２
４
０
０
円
程
度
（
県
産
ひ

と
め
ぼ
れ
）
に
と
ど
ま
り
ま
す
。
日
本
農

業
新
聞
の
「
集
落
営
農･

法
人
ア
ン
ケ
ー

ト
」
で
は
、
コ
ス
ト
に
見
合
う
農
家
手

取
り
米
価
に
つ
い
て
約
７
割
が
「
１
万 

１２月２０日（水）午後６時～ 

 １月２７日（水）午後６時～ 

予約電話番号：６５１-５８８１ 

知事選挙において、自民党丸抱えの候補者が、

岩手県が新型コロナ感染者ゼロが続いたことにつ

いて、「ちゃんと検査されずはじかれていた。情報

の隠ぺいがあった」と発言。そうした事実はない

ことが県側の答弁でも示され、この発言は県のコ

ロナ対応を誹謗するものであり、公正な政策論争

をも歪めるものだと厳しく指摘しました。 

さらに、「“銀河のしずく”の栽培条件を緩和し、

全県で栽培できるようにする」と繰り返し発言。

ブランド米である“銀河のしずく”は、栽培適地

において品質の確保に取り組み、ブランドを維持

しながら、確実に栽培面積を拡大してきたのが実

績です。「全県で栽培する」という発言は「妄言」

というべきものと指摘しました。 

 10月 3日、私学助成をすすめる岩手の会が県要

請を行い、斉藤県議も同席。高校教員やＰＴＡ役

員のほか、高校の生徒会役員５人が参加し、私学

助成の増額を要望しました。 

県
教
委
の
対
応
で
重
大
だ
っ
た
の
は
、

裁
判
で
顧
問
教
師
の
体
罰･

暴
力
が
明

ら
か
に
な
り
、
一
審
判
決
で
は
「
教
官

室
で
の
叱
責･

暴
言
は
違
法
」
だ
と
判

決
が
下
さ
れ
た
も
の
の
、
こ
れ
を
無

視･

軽
視
し
た
こ
と
が
不
来
方
高
校
事

件
に
つ
な
が
っ
た
と
指
摘
し
ま
し
た
。 

決算特別委員会で質疑に立つ
斉藤県議（10月27日） 

被
災
者
の
生
活
再
建
を
支
援
す
る

「
い
わ
て
被
災
者
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
、
昨
年
度
は
弁
護

士
に
よ
る
法
律
相
談
を
含
め
相
談
件

数
が
２
６
６
４
回
と
倍
増
し
、
重
要
な

役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
も

９
月
末
現
在
で
１
３
３
４
件
、
訪
問
同

行
支
援
も
昨
年
度
並
み
の
40
件
と
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
継
続
し
た

支
援
が
必
要
な
３
２
６
人
の
個
別
支

援
計
画
を
作
成
し
、
２
１
２
人
の
支
援

が
終
了
、
１
１
４
人
の
支
援
を
継
続
し

て
お
り
、
セ
ン
タ
ー
の
体
制
を
抜
本
的

に
強
化
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。 

に
強
化
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。 

 

災
害
公
営
住
宅
の
課
題
に
つ
い
て

は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
確
立
へ
、

50
戸
以
上
の
災
害
公
営
住
宅
の
集

会
所
に
生
活
支
援
相
談
員
を
配
置
す

る
と
と
も
に
、
入
居
者
名
簿
が
し
っ

か
り
管
理
さ
れ
る
よ
う
要
求
。
ま
た
、

収
入
超
過
者
対
策
に
つ
い
て
は
、
昨

年
４
月
か
ら
収
入
基
準
が
引
き
上
げ

ら
れ
ま
し
た
が
、
25
世
帯
が
引
き
続

き
収
入
超
過
認
定
世
帯
で
最
高
額
の

家
賃
と
な
っ
て
お
り
、
改
善
措
置
を

講
じ
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。 

岩手県は第 2 次地球温暖化対策実行計画改定で、温室効果
ガス排出量の削減目標を 2013 年度比で 57％に引き上げまし
た。2020年度は30.3％削減と過去最大の削減となっています。 
 県は 10月に「県有施設の脱炭素化の基本方針」を策定。旧
盛岡短大跡地に整備される県福祉総合相談センターと県民生
活センターの合築について達増知事は「太陽光発電の設置も
検討する」と答弁しました。 
また、住宅リフォームの高断熱化と補助の窓口の一本化な

どを求めました。 


